
【平成２４年度 北海道旭川東高等学校 学校評議員会の報告】 

 

○第３ 回学校評議員会 

  期 日：平成２ ５ 年３ 月１ ８ 日（月）  １ ８ ：３ ０ ～ 

  会 場：北海道旭川東高等学校校長室 

  

 〈校長からの説明：「管理職の反省と改善方策」について〉 

（１）学校経営・・・学校教育目標等、校務分掌等、校内研修等、職場環境等の５つの  

観点から説明。   

（２）教育活動・・・教育課程の編成、教科指導、生徒指導、進路指導、健康安全、特  

色ある教育活動の項目についてそれぞれ説明。  

（３）その他・・・・教育環境、開かれた学校づくり、大規模改修、協賛会について説明。 

 

〈教頭から主な改善方策について説明〉 

（１）学校運営 

・創 立 １ １ ０ 周 年 を 契 機 に 校 訓 や 学 校 教 育 目 標 等 に つ い て 、再 度 の 検 証 を 行 っ て

い く 。  

・部 長 主 任 の 連 携 を 更 に 有 機 的 な も の と し 、改 善 に 向 け て 精 力 的 な 意 見 交 換 が 行

わ れ る 場 を よ り 多 く 設 定 す る 。  

・各 課 題 に 向 け 、そ の 解 決 時 期 を 短・中・長 期 に 区 分 す る な ど 、計 画 性 を 持 っ て

改 善 に あ た る と と も に 、そ の 成 果 が 明 確 に 認 識 出 来 る よ う な 取 り 組 み を 実 践 す

る 。  

（２）教育課程・学習指導 

・ 新 教 育 課 程 の 編 成 に 伴 い 、 新 学 習 指 導 要 領 実 施 に 係 る 検 証 を 行 う 。  

・ 各 教 科 に お い て 効 果 的 な 授 業 方 法 を 研 究 し 、 全 体 の 共 有 化 を 図 る 。  

・ 指 導 と 評 価 の 一 体 化 を 目 指 し 、 授 業 改 善 に つ い て 研 修 や 議 論 を 一 層 深 め る 。  

・「 総 合 的 な 学 習 の 時 間 」を 活 用 し 、生 徒 の 思 考 力・判 断 力・表 現 力 を 様 々 な 角

度 か ら 伸 長 で き る 系 統 的 学 習 内 容 の 充 実 を 図 る 。  

（３）生徒指導 

・い じ め に 係 る 継 続 指 導 の 中 で 、生 徒 自 ら に 考 え さ せ る 時 間 を 設 定 し 、い じ め の

な い 環 境 維 持 に 効 果 を 挙 げ て い る 。今 後 も 様 々 な 問 題 に 対 し て 、生 徒 が 主 体 的

に 考 え 行 動 に 移 せ る 環 境 整 備 に 努 め る 。  

・生 活 の リ ズ ム の 確 立 、マ ナ ー・モ ラ ル の 向 上 に 向 け た 全 校 指 導 体 制 の 更 な る 充

実 方 策 を 検 討 す る 。  

・自 転 車 事 故 の 未 然 防 止 に 向 け 、今 後 は 保 護 者 と 連 携 し た 街 頭 指 導 等 も 検 討 し て

い く 。  



（４）進路指導 

・ 生 徒 の 進 路 に 合 わ せ 、 ３ 年 間 を 見 通 し た 組 織 ・ 系 統 的 指 導 体 制 を 構 築 す る 。  

・個 に 応 じ た 情 報 提 供 が 出 来 る よ う 資 料 の 整 理 に 努 め る と と も に 、大 学 や 関 係 機

関 と の 連 携 強 化 の 中 で 、 興 味 関 心 を 引 き 出 す 工 夫 を 図 る 。  

・更 な る 進 路 意 識 の 向 上 に 向 け 、同 窓 会 と の 連 携 を 視 野 に 入 れ た 組 織 作 り を 検 討

す る な ど 、 キ ャ リ ア 教 育 の 一 層 の 推 進 に 努 め る 。  

・ 保 護 者 向 け の 進 路 情 報 伝 達 シ ス テ ム を 検 討 す る 。  

（５）健康安全・教育環境 

・心 身 の 健 康 不 安 を 抱 え る 生 徒 が 長 期 化 傾 向 に あ り 、よ り 効 果 的 な 対 応 に 資 す る

記 録 方 法 を 検 討 す る 。  

・生 徒 や 保 護 者 に 対 し て 、ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 事 業 に つ い て の 理 解 を 深 め て も

ら う 。  

・校 舎 内 及 び 同 窓 会 館 な ど の 各 施 設 を 活 用 し 、生 徒 の 自 主 的 な 学 習 ル ー ム の 確 保

と 効 果 的 な 利 用 法 を 検 討 す る 。  

（６）地域との連携 

・ 広 報 や Ｈ Ｐ を よ り 一 層 充 実 さ せ 、 教 育 目 標 や 教 育 実 践 を 広 く 発 信 す る こ と で 、

地 域 に 根 ざ し た 本 校 の 教 育 的 意 義 を 深 く 理 解 し て も ら う 。  

・ 実 際 の 高 校 生 か ら の メ ッ セ ー ジ を 検 討 す る 。  

・Ｐ Ｔ Ａ や 同 窓 会 と の 合 同 事 業 を 増 や し 、学 校 と 保 護 者 、本 校 関 係 者 と の 連 携 強

化 を 図 る 中 で 、 生 徒 の 視 野 を よ り 一 層 広 げ る 教 育 活 動 を 検 討 す る 。  

 

〈次年度に向けて検討〉 

１  学校経営   向こう１０年の目指す学校の構築に向けた「将来構想委員会 

           (仮)」の 設置を検討する。 

  ２ 教育活動    同窓会等の学校関係団体による教育支援システム構築に向け 

           て検討する。 

  ３ 教育環境   各施設の有効活用に向けた総括的な検討を行う。 

  ４ 創立１１０周年   各種事業の推進と広報活動を促進する。 

 

 

  

大変お忙しい中、年間３ 回にわたる学校評議員会にご出席いただき、誠に有り難うございま

した。大きな成果も数多くありましたが、同時に新たな課題も見つかりました。 

学校評議員の皆様からいただいた貴重なご意見やご要望を、今後の学校運営に反映すべく、

職員一同全力を尽くしますので、今後ともご支援の程よろしくお願いいたします。 


